首 着 剖 情報 NEWS に 


帯域 幅 3GHz, ダイ ナミ ッ ク ・ レ ンジ 97dB で 100 万 円 を 切る スペ クト ラム ・ ア ナラ イザ 


Agilent CSA シリ ー ズ 


米国 Agilent Technologies 社 は , 低 
帯 の スペ クト ラム ・ ア ナラ イザ Agilent 
CSA シリ ー ズ 」 を 発売 し た . 帯域 幅 が 最大 
3GHz の N1996A-503」, 同 6GHz の N 
1996A-506」 の 2 機種 を 用 意 す る . N1996A- 
503 の 標準 構成 時 の 価格 は 約 95 万 円 . 従 
来 , ア ナ ロ グ の ディ スク リー ト 部 品 で 構成 
し て いた TIR 中 間 周 波数 ) 以降 の 処理 を , 
14 ビ ッ ト AD コン バー タ , フィ ル タ リ ン 
欠 FIR) 処理 用 ASIC, DSK ディ ジタル 
信号 処理 プロ セッ サ ) な どの ディ ジタル LSI 
に 置き 換え る こと で , 低 価 格 を 実現 し た と 


機関 な ど で の 利用 を 見 込ん で いる . 

本 スペ クト ラム ・ ア ナラ イザ の ダイ ナ 
ミッ ク ・ レ ンジ は 97dB. 分 解 能 帯域 幅 
( RBW) は 10Hz ~ 1MHZ 1% ス テッ プ で 
調整 可能 ). 測定 誤差 は 1.5dB, 感度 は 
ー 156dBm/Hz で ある . プリ アン プ 使 用 時 
の ノイ ズ ・ フ ロア は - 146dBm. 

本 スペ クト ラム ・ ア ナラ イザ の 外形 寸法 
は 48cmX 22cmX 25cm, 重量 は 7.5kg. 
リチウム ・ イ オン 電池 2 林 オプ ショ ン ) で 
1~ 3 時 間 駆動 可能 . また , 81 イ ンチ の カ 
ラーTFT 液晶 ディ スプ レイ を 備え て いる . 


いう . 24GHz/5GHz 帯 を 用 いた 無線 通信 ディ スプ レイ の 解像度 は XGA 1024X 780 
機器 の テス ト や 基地 局 の 保守 ・ 点 検 , 教育 ピク セル ). 

ーー 1 

0 人 室 

ツ 攻 
ー ジ ン ン 
写真 2 

還 スペ クト ログ 埋 
写真 1 N1996A-506 の 外観 ラム 表示 


IN ヨリ 1 


測定 する 信号 を 取り 込ん だ 際 に , その 振 
幅 スペ クト ラム 強度 ) に 応じ て アッ テ ネ ー 
人 (減衰 器 ) や プリ アン ズ 増幅 器 ) の レベ 
ル を 自動 的 に 調節 すず Autorange」 と いう 
機能 を 備え て いる . 複数 の 測定 電流 の 中 か 
ら も っ と も 強度 の 高い 信号 に 合わ せ て 縦 
軸 振幅 ) と 横 軸 周波 数 ) を 調整 し た い 場 
合 , パネ ル 前 面 の ボタ ン (「 Autoscale」 と 

「 Autotune」) を 操作 する だ け で 済む . また 
オプ ショ ン と し て , トラ ッ キ ング ・ ジ ェ ネ 
レー 祭 高 周 涼 信 号 発生 器 ) 機能 や スペ クト 
ログ ラバ 時 間 , 周波 数 , 振幅 の 表示 ) 機能 
な ども 備え て いる . 


画 価 格 

約 95 万 円 か ら ( N1996A-503) 

約 140 万 円 か ら 5( N1996A-506) 

画 連 絡 先 

アジ レン ト ・ テ クノ ロジ ー 株 式 会 社 
TEL 0120-421-345 
http://www.agilent.co.jp/ 


Emblix」 組み 込み Linux の スキ ル 膨 定 事業 と セキ ユリ テイ 対策 を 柱 に し た 第 2 開 活 動 計画 を 発表 


リン ルン 
ス ・ コ ン ソ ー シ ア バ 略称 Emblxx, 会 長 は 


NPO 法人 日 本 エン ベ デ ッ ド ・ 


早稲 田 大 学 理工 学部 教授 中 島 達夫 氏 
2005 年 ~ 2010 抹 第 2 期 ) の 活動 計画 を 発 
表し た . 早急 に 取り 組む べき 課題 と し て , 
組み 込み Linux の セキ ュ リ ティ 技術 に 関す 
る ガイ ド ライ ン の 作成 を 挙げ た.「 ディ ジ 
タル 家電 な ど , 利便 性 の 向上 か ら イ ンタ ー 
ネッ ト に 接続 する 組み 込み 機器 が 増加 する 
中 , パソ コン や サー バ と 同じ よう に 組み 込 
み Linux の セキ ュ リ ティ ・ ホ ー ル が 攻撃 さ 
れ , 情報 漏えい や 機器 の 破壊 な どの 問題 が 
起こ る 可能 性 が 高まっ て いる ( 会 長 の 中 島 
達夫 氏 ). こう し た 課題 に 対し て , 問題 の 
洗い 出し や セキ ュ リ ティ 技術 の ガイ ド ライ 
ン を 作成 する た め , 同 コ ン ソ ー シ ア ム は 
「 組込み OSS セ キュ リティ 技術 小 委員 会 」 
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を 設置 する . 具体 的 な 活動 の 開始 時 期 や 活 
動 内 容 は 未定 だ が , 今後 1 年 以内 に な ん ら 
か の 成果 を 出し た いと いう . 

また , 組み 込み Linux 技術 者 育成 の 一 環 
と し て ,「 組込み Linux 技術 者 スキ ル 認 
事業 」 を 実施 する と 発表 し た . 2005 年 5 月 
に 情報 処理 推進 機構 IPA ) は , 組み 込み 開 


Iml 


較 ココ 
写真 1 Embedded Technology 2005 に お 
ける 記者 発表 会 の よう ず 会 長 の 早稲 田 大 学 理 
工学 部 教授 中 島 達夫 氏 ) 


発 者 の 評価 指標 で ある | 組込み スキ ル 標 準 
( ETSS) ver.1.0」 を 公開 し た . 同 コ ン ソ ー 
シア ム は , この ETSS を ベー ス と し て , 組 
み 込 み 分 野 に 適し た オー プン ・ ソ ー ス ・ ソ 
フト ウェ ア の 技術 要素 ETSS 技 術 要素 ス 
キル ・ カ テ ゴ リ の プラ ッ ト フォ ー ム / 基 本 
ソフ ト ウェア な ど に 対応 )」 ど | 管理 技術 同 
管理 技術 スキ ル ・ カテゴリ の プロ ジェ クト 
管理 / リ スク ・ マ ネジ メン ト , 開発 プロ セ 
ス 管 理 / 知 財 マ ネジ メン ト な ど に 対応 )」 に 
関す る 客観 的 な 評価 指標 を 策定 する . 2005 
年 内 け 組込み Linux 技術 育成 検討 小 委員 
会 」 を 設置 し , 2007 年 か ら ス キル 認定 事業 
を 開始 する 予定 . 


e Emblix の ホー ムペ ー ジ 
http://www.emblix.org/ 


NEWS 


ガイ ア な ど 4 社 が ECU ソフ ドウ エア 開 発 環境 を 共同 構築 。 コン ソー シア ム も 結成 


ガイ ア ・ 
ヨタ テク ノ サ ービス , 豊 通 エ レク ト ロニ ク 


シス テム ・ ソ リュ ーション , ト 


ス , 富士 通 テ ン の 4 社 は , 自動 車 に 搭載 さ 
れ て いる ECU 電子 制御 ユニ ッ ト ) の ソフ 
ウェ ア 開 発 環境 を 共同 で 構築 し た . 米国 
VaST Systems Technology 社 の 電子 系 シ 
ステ ム ・ シ ミュ レー 多 CoMET」,「 ME- 
Teor( 国内 販売 代理 店 は ガイ ア ) と 富士 通 
テン の 自動 車 制御 シミ ュ レ ー タ CRAMAS」 
を 連携 動作 させ る . この た め の イ ンタ ー フ 
ェ ー ス 部 の モデ ル と DLI( dynamic lmk 
Hibrary) を 新た に 開発 し た . 


mhgdEEH 


松下 電工 は , プリ ント 基板 に 細線 同軸 ケ 
ー ブ ル を 取り 付け る た め の コ ネ ク タ で ある 
「 細線 同軸 コネ クタ 」 を 発売 し た . 端子 ピッ 
チ が 03mm の 40 葵 タイ プ で , ヘッ 人 外 AXC 
52401) と ソケット ( AXC514022) か ら な る ・ 
培 合 状態 に お ける 外形 寸法 は , 172mm ※X 
56mmX 1.5mm と 小さ い . 

コネ クタ に は , 直径 03mm 以下 の 同軸 ケ 
ー ブ プル AWG# 42 以 下 ) を 装着 で きる . 同 
軸 ケ ー ブ ル を 多数 並列 に 引き まわ せる の で , 
これ まで フレ キシ ブル ・ ケ ー ブ ル で は 扱い 
に く か っ た 数 百 MHz 程度 の デー タ 線 や クロ 


また , 車載 ネッ トワ ー ク 規格 FlexRay」 
の 通信 コン トロ ー ラ の シミ ュ レ ーション ・ 
モデ ル も 共同 開発 し た . FlexRay 通信 コン 
トロ ー ラ の シミ ュ レ ーション ・ モ デル は , ル 
ネ サ ス テク ノロ ジ の 通信 コン ト ロー ラ LSI 
を ベー ス に し て いる と いう . FexRay の 対 
応 バ ー ジ ョ ン は 20. 本 モデ ル は CoMET お 
よび METeor の 上 で 動作 する . 

さら に , 上 記 の 4 社 は , ECU 向 け ソ フト 
ウェ ア 開発 環境 の 構築 を 促進 する コン ソー 
シア 4 Virtual ECU Club」 を 設立 し た . 上 
述 の ソフ トウ ェ ア 開 発 ツ ソー ル や シミ ュ レ ー 


ッ ク 線 , アナ ログ 信号 線 な ど が 扱い や すく 
な る . 同社 で は , 携帯 電話 の 複雑 な 回 転 ヒ 
ンジ 部 や ディ ジタル ・ ビ デオ ・ カ メラ の 液 
量 回 転 部 な ど , 耐 屈曲 性 ・ 面 摩耗 性 を 要求 
され る 人 箇所 に お ける 利用 を 見 込ん で いる . 
定格 電流 は 1 端子 当たり 03A, 全 人 芯 数 で 
合計 5A 以下 で ある . 定格 電圧 は 直流 ・ 交 流 
と も に 60V, 絶縁 抵抗 は 1000M 0 以上 , 耐 
電圧 は 交流 200V 1 分 間 ), 接触 抵抗 は 90m 
0 以下 . また , 総合 挿入 力 は 50N 以 KR 40 
葵 時 ), ロッ ク 強 度 は 20N・30s 以 上 , 電線 
引っ 張り 強度 は 5N・30s, 挿 抜 寿命 は 30 回 


ショ ン ・ モ デル な ど を 利用 する 際 に , 豊 通 
エレ クト ロニ クス が ライ セン ス 契 約 の 窓口 
と な る ツー ル の 開発 元 お よび 販売 代理 店 と 
個別 に 契約 する 必要 は な い ). 今後 , 同 コ ン 
ソー シア ム は 参加 メン バ を 募っ て いく と い 
う . 同 コ ン ソ ー シ ア ム が 開発 し た シミ ュ レ 
ーション ・ モ デル な ど は , 共有 資産 と し て 
コン ソー シア ム の 会 員 企 業 が 利用 する . 


e 豊 通 エレ クト ロニ クス の ホー ムペ ー ジ 
http://www.toyotsu-electronics.co.jp/ 


し 


で ある . 信頼 性 を 高め る た め , 異物 や フラ 
ックス に 強い V ノ ッ チ 構造 , は ん だ の は い 
上 が り に 強い Ni バリ ア 構 造 , 落下 な どの 衝 
撃 に 強い ベロ ー ズ 型 コ ンタ クト 構造 を 採用 
し て いる . さら に , 汗 や 腐食 ガス に 強い 封 
孔 処 理 を 施し て いる . 


画 価格 

490 円 

画 連 絡 先 

松下 電工 株 式 会 社 

TEL 06-6908- 1131 
http://www.nais-j.com/ 


設計 制約 管理 機能 や ツー ル 統 合 の た め の 機 能 を 強化 し た プリ ント 基板 設計 環境 


Expedi 


製造 検証 ツー ル FabLink XE」, 並行 設計 支 
援 ツ ー ル XtremePCB」, 伝送 線路 解析 ツー 
ル HyperLynx」, フロ アプ ラン ナ / タ イミ 


米国 Mentor Graphics 社 は , 設計 制約 管 
理 機能 や ツー ル 統 合 の た め の カ スタ マイ 
ズ 機 能 を 強化 し た プリ ント 基板 設計 環境 
「 Expedition Enterprise」 を 発売 し た . 設計 
情報 を 一 元 管理 し た り , 社内 の ほか の 開発 
支援 シス テバ EDA ツー ル , 機械 系 CAD ツ 
ー ル な ど ) や 業務 管理 シス テバ ERP ソ フト 
ウェ ア ) と の 統合 を 必要 と する ユー ザ を お も 
な ター ゲッ ト と し て いる . 
本 設計 環境 は , ボ ポイ ント ・ ツ ー ル と し て , 
回 路 図 エディ タ / シ ミュ レー ダ DxDesigner」, 
レイ アウト 設計 ツー ル 「 Expedition PCB」, 


ング 解析 ツー ル ICX」, FPGA 用 ピン 配置 
指定 ツー ル I/O Designer」, 仕向 け 地 設計 
な ど を 想定 し た 構成 管理 ツー ル Variant 
Manager」 な ど を 備え て いる . これ ら に 加え 
て , 今回 新た に , 回 路 や レイ アウ ト に 関す 
る 共通 の 設計 ルー ル を 定義 し た り , ルー ル ・ 
チェ ッ ク を 行う 設計 制約 管理 ツー ル CES 
( Constraint Editor System)」, C++ や Java, 
Visual Basic を 使用 し , 所 望 の 開発 フロ ー 


SsTDTISe 


合わ せ て 回 路 図 エディ タ や レイ アウ 
ツー ル , 製造 検証 ツー ル な どの 機能 を カス 
タマ イズ で きる | Automation Pro」, 回 路 設 
計 の 段階 で 利用 で きる 伝送 線路 解析 ツー ル 


設計 


「 IOCX Pro」 を 用 意 し た . 
画 価 格 
下記 に 問い 合わ せ 
画 連 絡 先 
メン ター・ グ ラフ ィ ッ クス ・ ジ ャ パン 株 式 


会 社 
TEL 03-5488-3035 
http://www.mentorg.co.jp/ 
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フラ ッシュ FPGA に 実装 する ソフ ト ・ マ クロ の ARM7 コア と その 開発 環境 


CoreMP7, 


onsole 


米国 Actel 社 は , 同社 の FPGAI Pro 
ASIC3 フ ァ ミ リ 」 に 実装 する ソフ ト ・ マ クロ 
の ARM7TDMI コ ア CoreMP7」 と , Core 
MP7 や その 周辺 回 路 を FPGA に 組み 込む た 
め の 開 発 ツ ー CoreConsole」 の 提供 を 開 
始 し た . ProASIC3 フ ァ ミ リ は, フラ ッ シ 
ユ ・ メ モリ ・ セ ル を プロ グラ ム 素 子 と し て 
利用 する FPGA で ある . SRAM ベ ー ス の 
FPGA と 異な り , 外 付け の コン フィ グレ ー 
ショ ン ROM を 必要 と し な い . 同社 は 2005 
年 3 月 に , 本 FPGA 向け に 英国 ARM 社 か 
ら ARM7TDMI コ ア の ライ セン ス を 受け た 


こと を 発表 し て いる . 
CoreMP7 の 動作 周波 数 は 最大 25MHz. 
32 ビ ッ ト の ARM 命令 セッ ト と 16 ビ ッ ト の 
Thumb 命令 セッ ト に 対応 し て いる . 本 ARM 
7 コア を FPGA に 組み 込む 場合 , Actel 社 の 
シス テム ・ ゲ ー ト 換算 で 25 万 ゲー ト 程度 の 
論理 セル VersaTile) を 必要 と する . 
CoreConsole は , 本 ARM7 コ ア や その 周 
辺 回 路 の コン フィ グレ ーション を 設定 する 
た め の ツ ー ル で ある . ユー ザ は ブロ ッ ク 図 
エディ タ を 使っ て , 用 意 さ れ た ライ ブラ リ 
( IP Vault) か ら CPU コア や バス , メモ リ 周 


NI ヨ リド ) 


辺 回 路 ブ ロッ ク な ど を 選択 し , それ ぞ れ の 
間 を 結線 する . この 情報 を も と に , 本 ツー 
ル は バス ・ フ ァ ン クシ ョ ナル ・ モ デル ブラ 
ッ ク ボ ックス どう し を つない だ RTL 記述 ) 
と テス ト ベン チ を 生成 する . 


画 価 格 

下記 に 問い 合わ せ 

画 連 絡 先 

アク テル ジャ パン 株 式 会 社 
TEL 03-3445- 7671 
japan@actel.com 
http://wwwJjp.actel.com/ 


米国 Processor FOrum の 日 本 版 が 初 開催 


2005 年 11 月 16 日 18 日, 東京 国際 フォ 
ー ラ バ 東京 都 千 代田 区 ) に て ,「 マイ クロ プ 
ロ セ ッ サ フォ ー ラ ム ジャ パン 2005」 が 開催 
され だ http://www.edmjapan.com/content 
/mpf/). 筆者 が ざっ と 見 回 し た だ け で も 隊 
講 者 は 200 人 を 超え て お り , 本 フォ ー ラ ム 
へ の 関心 の 高 さ が うか が えた . 
例年 , 春 と 秋 に , 米国 カリ フォ ルニア 州 
San Jose で Processor Forum が 開催 され て 
いる 2008 年 まで は , 春 が Embedded Pro- 
cessor Forum, 秋 が Microprocessor Forum 
と いう 名 称 だ っ た ). 主催 は , Micropro- 
cessor Report な ど , 業界 動向 を 伝え る ニュ 
ー ス ・ レ ター を 発行 し て いる 米国 In-Stat 社 
で ある . プロ セッ サ を 開発 し て いる 企業 の 
マー ケティング ・ イ ベン ト と 言っ て も よい 
も の で あり , 技術 的 に 深 掘り する 学会 な ど 
と は 一 線 を 画 し て いる . 

今回 の フォ ー ラ ム の キー ワー ド は マル チ 
プロ セッ サ ・ コ ア マル チコ ア ) で ある . 秋 
に 米国 で 開催 され た Fall Processor Forum 
に お ける プロ グラ ム を 踏襲 し た 内 容 だ っ た . 

ハイ エン ド ・ プ ロ セ ッ サ の RISC, CISC 
戦争 が x86 系 の 圧倒 的 勝利 で ) 終 えん を 迎 
えた 今 , プロ セッ サ 開 発 者 の 目 は 組み 込み 
シス テム に 向い て いる . IR intellectual 
property) コ ア に つい て は 英国 ARM 社 の 製 
品 が 圧倒 的 な シェア を 占め て お り , シス テ 
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ム LSI の 中 桜 コ ア と し て 確固 た る 地位 を 築 
いて いる . 組み 込み 機器 向け ASIC に 搭載 
され る と いう こと も あり , こう し た IP コア 
は コス ト や 消費 電力 の 点 で 大 き な 制 約 を 受 
ける . し か も アプ リケーション の 複雑 度 は 
増す 一 方 で ある . 従来 RTK ハー ド ・ ワ イ 
ヤー ド ) で 設計 し て いた 論理 を ソフ ト ウェア 
に 置き 換え る こと も 急 ピ ッ チ で 進ん で いる . 
そう し た 中 , マル チコ ア を 搭載 する ASIC が 
現実 的 な 解 と な っ て き て いる . 

ハイ エン ド ・ プ ロ セ ッ サ に お いて も , x86 
に 見 られ る よう に , マル チコ ア や マル チ ス 
レッ ド を 採用 する こと が あたり まえ に な っ 
て いる . ゲー ム 機 器 な どの プロ セッ サ も マ 


学会 ) に お ける デビ ュー 以来 , 筆者 は 何 度 と 
な く Cell に つい て の 講演 を 拝聴 し て きた た め 
か , 新鮮 味 が あま りな か っ た . マー ケ テ ィ 
ング 的 要素 が 強い フォ ー ラ ム と は いえ , 基調 
講演 に は 単なる 一 企業 の 取り 組み で は な く , 
も う 一 歩 踏み 出し た 内 容 が ほし か っ た . 例 
えば 今年 の HotChip&s 毎年 8 月 に 米国 
Stanford University で 開催 され る 学会 ) に お 
ける 米国 nVIDIA 社 の エン ジニ ア に よる 基 
調 講演 で は , 同社 の 例 は 紹介 され た も の の , 
マル チ プ ロ セ ッ サ 時 代 に 向け た 開発 者 の メッ 
セー ジ を 聞け て 有益 だ っ た . 日 本 の 半導体 
メー カ に も , この よう な 講演 を 期待 し た い . 
業界 の フォ ー ラ ム と いう こと も あり , 大 


ル チ コ ア だ . 本 フォ ー ラ ム は , こう し た 業 


学 関連 教員 , 学生 ) の 聴講 者 は ほとん どい 


界 各社 の 取り 組み を 短い 時 間 で 知る の に 
うっ て つけ , と 言え そう だ . 発表 は , 
ARC International 社 ,。 英国 ARM 社 , 富 
通 , 米国 IBM 社 , 米国 Tensilica 社 , 東 
な ど , 業界 を 代表 する 企業 が 行っ た . 


な か っ た よう で ある . いわ ゆる 学会 で は な 
い の で 学術 的 な 業績 に 結び つか な いた め だ 
ろう と 想像 する が , 大 学 が 企業 の 取り 組み 
を 知る こと も 有益 だ と 筆者 は 考え て いる . 参 
加 費 の 点 で 敷居 が 高い の か も し れ な い が , 大 


オー プ ニ ン グ ・ プ ログ ラム は , 東芝 セミ 
コン ダク ター 社 首席 技 監 の 斎藤 光男 氏 に よ 
る Cel プ ロ セ ッ サ に つい て の 基調 講演 だ っ 
た . 世間 の Cel に 対す る 関心 が 今 だ に 高い こ 
と を 感じ た が , 筆者 と し て ば また か 」 と い 
う 思い も 少し あっ た . ISSCQ IEEE 
International SoldState Circuits Conference, 
毎年 2 月 に 米国 San Francisco で 開催 され る 


学 が 参加 発表 と いう より 聴講) し や すい 環 
境 が あれ ば よかっ た と 思う . 

今回 が 第 1 回 で あり , か つ 急 き ょ 開催 が 
決ま っ た と いう 事情 も あり , いろ いろ と 課 
題 が ある と は 思う が , 伝統 の ある Processor 
日 本 で も 根 づ く こと を 期待 し た い . 


Forum が 


東原 朋 成 


